
ピラフロン
（ふっ素樹脂製品群）

メカニカルシール

グランドパッキン

ガスケット

継手・チューブなど

免震装置ふっ素樹脂基板

主要製品

製造資本
● グループ内一貫生産体制

財務資本
● 健全な財務体質

社会・関係資本
● 多様な分野のお客様接点
● 安定供給を実現する
　仕入先

知的資本
● 流体制御技術
● 長年培ったノウハウ

自然資本
● 自然エネルギー利用促進
● 環境負荷低減を実現
　する製品

人的資本
● グローバルで多様な人財
● プロフェッショナル人財

INPUT BUSINESS MODEL OUTCOMEOUTPUT

2024年度達成状況
（2025年度目標）

One2025

（575億円）
売上高579億円

（103億円）
営業利益113億円

（40億円）
成長投資250億円

2ヶ年累計

（10%以上）
ROE11.5%

（30%以上）
配当性向35.1%

社会・環境にとっての価値
● 人々の生活にもたらす安心・安全
● 環境負荷の低減
● 工業製品の飛躍的な発展
● 社員・地域社会に対する
安全と信頼の確保

● 安定的な雇用創出
● 透明性の高い経営
● 半導体の高機能化
● インフラ供給に不可欠な
製品・サービス

PILLARにとっての価値
● 社会・環境課題解決に資する製品
● 新市場に対応する製品開発・製造
● 技術革新と知財戦略等に基づく
顧客への付加価値提案

● 生産性向上と低コストの実現
● ステークホルダーへの
安定的な利益還元

● 流体制御技術と
IT・DX技術の融合による
先端技術へのチャレンジ

● 独創的な流体制御関連製品による
ソリューション提案と製品提供

● 顧客および市場全体の企業力向上

“社会を支える”未来を創る
PILLARグループのパーパス

CLEAN SAFETY FRONTIER

100年磨いた
素材開発力

豊富な流体制御
ソリューション

技術力

素材

攻めの
マテリアリティ

守りの
マテリアリティ

取り組むべき重要課題
■ 脱炭素と省エネルギー
■ 循環経済と省資源

■ 化学物質による汚染防止と水資源保全
■ 社会課題に応じた製品開発・製造

■ 生物多様性の保全
■ 多様な人財が成長活躍できる職場の創出

■ 世界・社会との共生
■ 透明で責任あるガバナンスの確立

地球環境保全　多様性尊重　IoT／DX化 気候変動　人権問題　労働力不足
あらゆるものに
センサが搭載されるIoTの時代半導体分野のさらなる成長環境配慮型ビジネスの拡大

社会課題【外部環境】

機会 リスク競合の出現、コスト変動等による
国際競争力の低下体制の変化や規制等の強化市場規模の急拡大

および縮小

産業機器
関連事業

電子機器
関連事業

自動車

半導体

建築

データ通信

医療

電力

化学プラント

電気自動車

水素燃料
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PILLARグループの価値創造
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詳細は 詳細は 詳細はP.24詳細は P.21 P.23 P.19 P.20 P.37 P.38

詳細は
P.25 P.28

詳細は
P.19 P.20

PILLARグループでは、パーパスでも掲げているように、当社グループが「"社会を支える" 未来を創る」ため、
電子機器関連事業と産業機器関連事業という2つの事業を中心に、社会課題や当社にとってのマテリアリティ
を意識しながら、世の中にさまざまな価値を提供しています。

価値創造プロセス
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集
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